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豊
か
な
自
然
を
守
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
注
目
が
高
ま
る

展
示
施
設
も
併
設
。
夏
休
み
の
自

由
研
究
な
ど
、
環
境
教
育
に
も
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
発
電
シ
ス
テ
ム
や
薪
ス
ト
ー

ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
太
陽

熱
温
水
器
、
民
生
用
燃
料
電
池
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
設
置
す
る
人
た
ち

へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
小
中
学
校
の
屋
根
を

民
間
事
業
者
へ
貸
出
し
、
事
業
者

が
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
電

力
を
活
用
す
る「
屋
根
貸
し
事
業
」

の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

の
向
上
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

を
目
的
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
の

普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
直

営
の
太
陽
光
発
電
施
設
が
、
今
年

３
月
か
ら
、
青
谷
町
い
か
り
原
牧

場
で
稼
働
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
一
般
家
庭
約

１
６
０
世
帯
分
の
年
間
使
用
電
力

を
一
年
間
で
発
電
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
固
定
価
格
買
取
制
度
を

利
用
し
た
今
年
度
の
売
電
収
入

は
、
約
２
５
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は

　

太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
な
ど
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
、

発
電
時
に
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

を
排
出
し
な
い
た
め
、
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
普
及
が
進
ん
で
き

ま
し
た
。
原
発
問
題
を
き
っ
か
け

に
、
近
年
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

さ
ら
に
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
７
月
に
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
」
が
施
行
さ
れ
、

ま
す
ま
す
普
及
が
進
ん
で
い
ま

す
。
鳥
取
県
内
で
も
米
子
市
で
本

州
最
大
規
模
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
、

環
境
負
荷
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
な

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
ご
み
の
適
正
処
理
な
ど
、
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
生
活
環
境
課 

 

０
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住宅用自然エネルギー設備の補助メニュー
補助対象 設備補助率 上限金額

太陽光発電設備 75,000 円 /kW 300,000 円
小型風力発電設備 設備の購入、設置費の 1/10 100,000 円
薪ストーブ 設備の購入、設置費の 1/10 60,000 円
ペレットストーブ 設備の購入、設置費の 1/10 40,000 円
太陽熱温水器 設備の購入、設置費の 1/10 20,000 円
民生用燃料電池 設備の購入、設置費の 1/10 180,000 円
その他 設備の購入、設置費の 1/10 50,000 円

特  集

 大型ごみ受付センター連絡先
  受付時間：月〜金（祝日除く）8:30 〜 16:30

地域 電話番号 所在地

鳥取 0857-22-0353 秋里1031-2
国府 0857-23-9493 国府町麻生547-8
福部 0857-75-2310 福部町海士605

河原・用瀬・佐治 0858-87-6668 用瀬町美成323-1
気高・鹿野・青谷 0857-82-0353 気高町北浜1-53
 ※お住まいの地域の受付センターにご連絡ください

違
法
な
不
用
品
回
収
行
為
に
注
意
！

〜
不
法
投
棄
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
〜

回
収
物
の
中
に
、
依
頼
主
の
住
所

や
連
絡
先
が
書
い
て
あ
れ
ば
、
警

察
か
ら
依
頼
主
に
連
絡
が
行
き
、

ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
不
用
品
の
違
法
な
回
収

行
為
や
不
適
切
処
理
が
原
因
で
、

国
内
外
で
環
境
汚
染
や
健
康
被
害

が
発
生
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
事
実
。
不
用
品
の
適
正
な

処
理
は
、
本
市
の
環
境
保
全
の
一

助
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
用
品
の
処
理
方
法
や
一
般
廃

棄
物
収
集
許
可
業
者
の
連
絡
先
な

ど
、
不
明
な
点
は
本
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

生
活
環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ら
、
後
で
有
料
と
言
わ
れ
た
」「
積

ん
だ
後
で
、
高
額
な
料
金
を
請
求

さ
れ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
さ
れ
た
廃
棄
物
が

人
里
離
れ
た
場
所
に
不
法
投
棄
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
家

電
製
品
は
、
フ
ロ
ン
や
鉛
、
ヒ
素

と
い
っ
た
有
害
物
質
を
含
ん
で
い

る
た
め
、
適
切
な
リ
サ
イ
ク
ル
が

必
要
で
あ
り
、
処
理
の
方
法
が
法

律
な
ど
で
特
別
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
仮
に
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

　

壊
れ
た
家
電
製
品
や
ソ
フ
ァ
ー
、

ベ
ッ
ド
な
ど
の
不
用
品
を
捨
て
る

際
、
み
な
さ
ん
は
「
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
許
可
業
者
」
や
「
大

型
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
に

処
理
を
依
頼
し
て
い
ま
す
か
。

　

近
年
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
や
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
「
無
料

で
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」
な
ど

と
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
見
か
け
ま

す
。
ま
た
、
不
用
品
回
収
の
た
め

に
地
域
を
巡
回
す
る
車
や
、
空
き

地
に
不
用
品
が
並
ぶ
光
景
を
見
か

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
用
品
回
収
行
為

の
中
に
は
、
無
許
可
で
行
わ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す

る
こ
と
で
「
無
料
と
思
っ
て
い
た

心当たりはありませんか？「空き地型回収」

トラック型の不用品回収
※写真はイメージ

市内の不法投棄現場

無許可営業には罰金も
　事業者が、家庭などから出されるごみ

（一般廃棄物）を収集・運搬するためには、
市町村の許可が必要です。
　ただし、古紙、くず鉄、空き瓶、古布と
いった、再生利用が目的となる一般廃棄
物の収集・運搬は、無許可でも行うこと
ができます。
　なお、無許可営業は、最高で 5 年以下
の懲役か 3 億円以下の罰金に処せられま
す。


